
央集襲用著書異の議勤時における挙動について(第3報)

1.はじめに

地震動による火気使用器具のうける影響について，

今聞は小型ボイラー，ガス瞬間湯沸器，フライヤーの

主として運動的な挙動実験およびフライパ γ等によ

札食用油を使用中に加熱放霞した場合の出火現象に

関する実験を行なった。

運動的挙動については，前回の実験結果についても

同様であったように，仕様上の数値を用いた静的なカ

による安定性，ないしは衝撃力を加えたと仮定した場

合の動的な考え方が実際の振動的挙動をきわめて矛盾

なく説明することが判った。

瞬間湯沸器の実験は，振動による風圧の変化では異

状燃焼が生じないことを確認した上で，振動により吊

り下げ状態からの転落があり得るか否かを実験的に確

認することにしぼった。

フライヤーは1機種のみで，溢流した油は，火口付

近には達しない構造となっているが，付近に人がいる

ことを前提として，溢流現象を主とする全体的挙動に

関する例示的実験として行なった。

フライバン等調理容器と，食用油の組合せに関する

実験は，このような状態では，振動により簡単に溢流

が生じ，或いは内容物の動きにより s容器のずれ，傾

斜によりつンロ等火器からの転落等が生ずることは，

前回報告したところであるが，関連事項として溢流し

火口付近にかかった油による出火の有無と，残存した

油が，加熱放置された場合の出火危険性を確認してお

くために行ったものである。

なお，本爽験にあたり振動試験機等の使用につい

て，自治省消防庁消防研究所の方#に多大のご配慮，

ご協力を賜りましたことに対し誌上をかりて深く感

謝の窓を表します。

2. 実験場所および期間

場所 自治省消防庁消防研究所

東京消防庁消防科学研究所

期間 昭和47年10月~昭和48年3月

軍 第二研究室
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3. 供試体について

( 1 ) 小型ボイラー

労働安全関係法令の適用が除外されるものの中から

5機種各l台を選定した。

主要緒元は，表1のとおりである。

(2) 瞬間過沸器(蟹按式〉

一般家庭用の中から8機種各2台を選定した。

主要緒元は，表2のとおりである。

(3 ) フライヤー

主要緒元はつぎのとおりである。

名 称 ー槽式ガスフライヤー

外径寸法(幅×奥行×高さ(醐))

500x 550x 1000 

油構図積

油量

空重量

燃料

(4) 食用j由の発火実験

供試体物品はつぎのとおりである。

火器 :家庭用ーロガスコンロ

調理容器 :フライパ γ，中華鍋

油 :大豆白絞油

400x320 

1St 

28kg 

都市ガス

4. 各実験について

( 1 ) 小型ボイラー

ア実験方法

加振は正弦波で行ない，周期は0.3，0.5， 0.7 

sec，加速度は， 100galから500ga1の間で'lOOgal亥u
みとした。

その他の設定はつぎのとおりである。

a 実験台(振動台〉は，厚さ25mm合板張りとし

た。

b 配管は，燃焼状態を得るための必要最小限と

しボイラ一本体に対する安定性には影響を与

えない形とした。

c ボイヲ{の接地面周囲は滑動のみを止めるよ

うゆるやかに束縛した。

( 1 ) 
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表 1 供民ボイラーの仕様緒元

供試体 外観寸法 重量 バーナ・ 熱出力 貯湯量 燃料名及び
概 形 HXWXD 消費量

番号 〈伺〉 〈同〉 形 式 kc品Jjh U)  Ulh) 

回 ;行 油

l 

自
1l7X47X72.5 120 カ伊 ン 25，000 

3. 7 

O 
灯 油

ウォーノレ

2 

日日
139 X 58φ 156 28，000 87 

フレーム

4.1 

日
;由

3 

口
195X57X79 165 カ' ン 30，000 90 

4.6 

O 灯 油

4 127X40O ン 20，000 65 

3.3 

口 灯一 t由

5 90X45X70 130 カ' ン 24，500 40 

日 口
4.2 
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表2 瞬間湯沸器の仕様績元

供試体 外 観 寸 司法主 重 量 取付穴間隔 取付板と本体隔 使 用 カ' 出〈湯量温fmin HXWXD との間 水十400C
番号 〈皿〕 (kg) 〈血) (cm) ス 名 の条件〉

→1601← 
o 。↓

1 350X300X150 6.1 COb B 4.5 都市ガス 2.5t 
，・4

。 。↑

。 ↓ 

2 380 X 300 X 145 5.4 
。U033 a 

4.5 LPG 3.2t 

。 。↑

→1801← 

。 ↓ 

3 370X270X150 5.4 
CP。D旬3 

5.0 LPG 3.04t 

。↑

→190 I← 

。 ↓ 

4 343 X 324 X 139 5.7 
色ひ。。通a 

5.0 LPG 3.25t 
。 。↑

→1501← 

。 。↓

5 413 X262 X 157 6.7 
お
F寸 6.0 LPG 2.5t 

。↑

→1551← 

。 。↓

8 宮00X470X270 33 話 4.0 都市ガス 8.e 
。↑

→12501← 

。 。↓

7 780 X 365 X 220 16 
LcLA 凸q 

4.5 都市ガス 5.5.e 
。 。T
→1401← 

。 ↓ 

8 740X298X200 12 
CC0D D 3 

5.0 都市ガス 5.2.e 
。 。↓

→150 I← 

( 3 ) 



-No.l (角型〕フイポ表3

， γ一'1... 
‘~. 

周 期 加速度 挙動の大 応管加速 挙動の大
応度答(g加速き さ 度 観察メモ きさ 観察メモ

(s告c) (gal) (ω) (gal) 〈ω) gal) 

100 160 40前0回gaの路lで動加振待転倒200 90 激を示し'，jj1J
O. 7 300 1 150 200gal以上で激動 2 340 御直回 のリレーが作

2 4 520 400 1100 1400 動し消火した。
500 

100 300がg作al加振時にリレ
200 240 0.2 400 { 勤し消火し

0.5 300 0.8 380 250gal以上で激動 1.6 1100 Tこ。
400 1350 3.0 1000 
500 

100 0.3 1000 200 
0.3 300 0.3 320 300gal以上で激動 0.5 1040 

760 0.7 1240 400 0.7 1400 500 

品
い件条援カ日

-No.2 (丸型〕フイポ表4

時。+
周 (JihtI〉ナ話料|叩 察 メ モ

200 I 2 I 300 I振動し回転

O. 7 300 5 1440 !オイルレペ日 γ ト口一ラーのリセットが作動

400 8 振り切れ

100 200 

0.5 200 3 1440 

400 8 振り切れ |リセット作動

100 1.5 

0.3 200 2 

300 2 

件条振力日

モ

T---，弘
、I----l. 

観察メ

ほ一
1

甲
山
1
1
1
1
1
1
1
1
i
l
l
l

一丑

5 

ょを観察メ

ポ

680 

280 

表5

期lT|?なぎ
3 

件条振

周

(s告c)

O. 7 

方日

由。。

( 4 ) 
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加振条件 信吾 T4ー「‘
、.!--一四j . 

周期 加速度 挙き動の大 応度答加速 挙き動の大
観察メモ

(さcm) 
観察メモ

(s昔c) (gal) (gal) gal) 

200 

2 1 1000以上300 1 

0.5 

3 11叫 980 I電N磁.0弁Hがを繰断返続す的に400 3 

4 1 1000以上|

840 I 560 

300 l l 

0.3 
11000以上1電自動磁弁的にが作再動点火したしたが l叫上l1.2 1.2 

500 1.2 1 1印0∞0似上J:I

表6 ポ イ フ -No.4 (丸型〕

方日 振 月h占 ぜ~

周 期 加速度¥挙動の(cm大〉きさ 観 察 メ モ(sec) (gal) 

100 l |ゆっく 9大きく振動しつつ回転

200 |ゆっく 9大きく振動しつつ回転

0.7 300 1.5 |転倒

400 1.5 

500 1.7 

二:ド:::断続的にやL大きく振動

徴振動

徴振動

やL大きい振動となる。しかし，成長せず。

表7 ボイラーNo.5(角型)重心が後方に備している

(sec) 

速
事
H
M

期

勾，'Aυ
 

ιu 
(gal) 

観察メモ

， r一一寸、
‘J-...叩r

応答加速度 i
! 観察メモ

(gal) 

510 サーモスタツト
710 I ハイリミット作動

加銀条件

周

500 0.2 殆んど振動しない 8 

( 5 ) 



加振条件 骨骨
周 期 加速度 挙動の大き

さ 観察メモ
(sec) (gal) 〈偲〕

0.5 500 2 ハイリミット作動

0.3 500 I 

イ 実験結果

試験体No.lからNO.5についての実験をまとめ

たものを表3から表7に示す。

ここで「挙動の大きさ」の欄の数値は，供試体

が振動する際の脚部の持ち上9の大きさを目視観

測した結果であ 1)， 供試体に対する加振方向は，

供試体の水平投影面に矢印を付して表わしてあ

る。

一般的にt丸 φ が転倒しやすい危険方向
となる。

応答加速度は，各供試体について，燃焼制御部

においてピックアップしたものであるが， 1 G以

上は，振り切れて測定不能となるため全て1.0∞
gal 以上と表現した。

観察メモ欄には，特記事項のみを記入した。

ウ考察

静的な釣合いにrる安定伎は，仕様上の数値か
らもうかがえるとおり， NO.5が最も高<，ついで

No.2， No.3， No.l， NO.4の順である。

表8はこの関係をGb/D(G.は接地面から重心

までの高さ， Dは転倒する方向の接地線から重心

直下までの間隔，図 1参照〉の値，および転倒的

な運動が生ずる最小の加速度を釣合の条件から求

めたものを用いて整理したものであるo

図1

( 6 ) 

4a争
IT動の大き|応答過速度|

観察メモ

1.5 

表s

供試体 No. 

G./D 

ac 

安定住の順位

このaむについては第2報でも述べたとおり転倒

を発生させる加速度ではなく，現象的には徴動始

期を与えるものであるが，実験的にはかなりよく

実際の転倒加速度と一致していたものである。

今回の実験については，ctc~土，必ずしも実際の

転倒加速度とは一致しないが，この値の前後にお

いては，極めて激しい振動を示すことから，供試

体の挙動を推定する場合かなり良い目安を与えて

いるといえる。

例えば， 信夕方向の実験結果についてみる

と供試体No.1は， ac=297galに対して，各周期共

300gelで、加援した場合の応答は， 200galで加振し

た場合の応答に比べて，念、に大きくなっているo

No.3も， ac=370galに対して，各周期とも， 300 

galないし400galで，激しい動きを示しているこ

とがわかる。

No.4， NO.5についての応答加速度はとってい

ないが， No.4は， ac=208galに対して， 300gal加

振時には，実際に転倒が生じており， NO.5 (αc= 

591gal)は， 500galでは危険な振動は生じなし、。

ここで危険な振動が生じないということは， No. 

5 iこ関する挙動の大きさが，周期0.5ないし0.3sec

で 1ないし2cmあり，かっ安全回路が作動して

いることと，予盾するように思えるが，第lに供

試体が転倒角をとった時の脚部の持ち上りが 8

cm (No.のであるものに対する 2cmとNo.5のよう

に30咽もあるものに対する2個とでは危険性は全

く異なることo 第2に安全回路が作動しているこ

とについては，全般的に言えることであるが，安

全回路に作用した加速度の面からみれば，作動す

るかしないかは，安全国絡を構成している各部分

が，ボイラ{本体にどのように組込まれている



か，その全体的な剛性というようなものの影響が

大きく，作動したということと，全体としても大

きな挙動を示したということは直ちには結びつか

ない。

例えば，制御各部が，鉄叡等にしっかり組込ま

れたものなどは，比較的剛性も高く，従ってこの

部分の共振周期も 0.04sec前後と高いが，一方，

供試体の全体的な振動の周期は，ほぼ加振周期で

あるから共振効果は小さL、。

したがって，このような供試体では，振動的挙

動そのものが大きくなければ，安全回路に高い加

速度が作用することはない。

例えば.NO.lなどは， 明らかにこのような状

況を示している。 No.5はこの逆の現象を示して

いると考えられると同時に，安全回路が作動した

ことのもう一つの理由として，実験時の電源電圧

の低下があげられる。

供試体ボイラーの使用電圧は全て 100::t10Vで

あったが，実験時の電圧は90Vを上下してし、た。

これが直接イグナイターの放置に影響し，或い

は，電磁石とパネで動作するような部分の磁力を

弱め，振動加速度の作用と相侯って，弁等が作動

し消火する機能に結びついたと考えられる。

この後，電源電圧を 100Vに保って行った補足

実験では作動していないことからも，電圧低下に

よる影響が大きいことがわかる。

No.2は.ctc=373ga1に対して， 200ga1から300

ga1と幾分低自の加速度で激しい挙動が表われて

いる。これは No.2が，円筒形のボイラーである

ため，挙動としては，振動と同時に断続的に円運

動が表われ，これが大きな挙動が発生する一つの

きっかけを与えていると観察された。

つぎに.G./Dの値についてみると，物の安定

性に対する一つの指標として，この億をとってみ

ることについては，昨年度の実験結果についても

考察し，それがかなり有力なものであることを述

べた。

ここに昨年度の実験に用いたポット式石油スト

ープと，ポータプノレガスストープについての~/D

と今回供述したボイラーの値を比較対照してみる

と表9 ごとくなる。

表9

お思!
供試体NO.I

巴U

ポット式石油ストーブ

I 2 I 3 

2斜 I2.18 I 1鎚

ボイラ-No.5を除き，全体としてボイラーの

方が高い。すなわち不安定であるという数値を示

している。その不安定さは，昨年度の実験におい

て際立った不安定さを示したガスストープの3よ

りも不安定であるという判断を与える。

しかし，これはG./Dから求められる加速度

において，ガスストープの3は頻繁に転倒した

が，ボイラーは激しい挙動を生ずるがなかなか転

倒は生じないという実験結果に矛盾する。

ここに，大きな物体には，相応なある種の効果

を認めなければならないことがうかがわれる。

この，一種の大型化効果については，類似の問

題としてすでに建築の分野での報告〈園部，梅村

綱高い構造物の転倒振動に関する研究，日本建築

学会論文報告 NO.6めがあるが，ここではつぎの

回転運動方程式を解くことになる。

まづ図2において台に相当する部分に衝撃力が

作用したと考える。すると物体は初角速度印。の

みを得ると考えることができるから(回転は点A

を中心とし，滑らないとする。〕

( 7 ) 

1 

3.30 

一一山間
J

5 

1. 65 

d28 
IA dt~ +mgpAcos (80+8)= 0・H ・H ・.....(1) 

ここに.1..・H ・H ・..点Aに関する物体の慣性モ

ーメ γ ト

m=物体の質量

ここで.8は小さいと仮定して，転倒条件は

8mはす一如何:最大角変位〉

を入れることにより転倒に必要な初速度Vo(=向
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を得る。

この結果を前掲したポット式石油ストーブのNe.

1と，ボイラーのNe.lに適用してみると〈質量分布

は両者において相似であると仮定する。〕ポット式

石油ストーブNo.ICD=16佃， /10=660) に必要な

転倒初速度として66cm/sec，ボイラ-No.l(D= 

22cm， /10=73
0
) については 69佃Isecとなり，

ボイラ-NO.lの方が安定性が高いか，少なくと

も同程度と見るべき結果が示される。式(2)は，

また相似な関係にある物体においては小形のもの

より大形のものの方が安定であることを示してお

ワ，式(1)からは，その効果が慣性モーメントの

差から生ずる効果であることがわかるが，今回の

実験の結果，石油ストープとボイラ{程度のスケ

ーノレの違いにおいてもすでにこの効果を考慮しな

ければ安定に関する妥当な比較がなし得ないこと

がわかった。

エまとめ

今回の実験にあたり，振動時に発生するであろ

う火災危険として，振動によワ正常な燃焼を維持

する機能，或いは危険な，または，異常な燃焼が

生じた場合にただちに動作を停止してしまうよう

な機能にまづ異常が生じ，危険状態が発生して

も，制御し得ない状況がありうると考えた。

しかし，結果的には，前述した電磁弁等の原因

の外に，油国調節器内の油の波立ちにより，浮子

が押し上げられた〈油面識節器内の油の固有周期

は0.3秒付近にある)とか，サーモスタツトが，

ノミーナーの振動による通常の温度分布と異なる分

布状態をとらえうる位置にあったとか，という原

因による，したがってボイラ一個hについてみれ

ば，電磁弁の作動，炎監視装置の働き，油国調節

器リセットレパーの上り，或いはサーモスタツト

ハイワミツターの作動と機能の現れ方は嫌々であ

るが，とにかくそれらは全て安全側に動作してい

ると言える。

これらのボイラーに見られる安全を保持してゆ

く機能は，地震を含めて考えられてはいないが，

今回の普通の設定状態からみれば，過酷すぎる実

験を通して，それらの機能の確実性というものが

一応証明されていると考えられる，と同時に現に

対震的安全装置としての可能性が認められる。

( 8 ) 

残る問題は，燃料貯蔵タ γタと配管を含めた系

としての問題である。実験時にみられたようなボ

イラーの大挙動と，配管との関係においてこれを

みるならば，配管でこの挙動を押えることは容易

である。

国3

例えば，図3についてこのボイラーに関係する

配管を@窃の2本であるとし，水平加速度dが作

用した場合の，配管①舎のボイラーとの連結点。，

②Jに作用する力を含めた釣合を考えれぽ〈点Af主

滑らないものとする。〕

mGhct=mgD十4DF

である。

今，水平加速度は大きめにとって 0.5g，ボイ

ラー重量を2001包， Gh/Dは今回の供試体につい

ての平均値に近い値として 3.0と考えれば，配管

l本当りに要求される幽げに対する耐力は25kgで

よL、。

すなわち，実験時の最大加速度500galにおいて

観察された程度の挙動ならば人間l人で押えうる

程度である〈実際は人体も安定性を失うから困難

であろうが)。しかし，問題が生ずるとすれば，そ

れはボイラーの固有周期においてであろう。高い

応答倍率を示す共振現象を配管で押えることは，

不可能な筈であり，逆に配管工法上そのような押

えるカが働く形になっている場合にこそ，弱いと

ころに共振効果が集中して表われると考えられる

と同時に，燃焼制御回路ないしは安全回路につい

て本実験では観察されなかったところの異状が発

生するとすれば最も条件の悪いこの場合であると

考えられるからである。

このような観点からつぎのように結論すること

ができる。

1) 現在でも各メーカーのボイラ{設置基準など

では，多くの場合独立基礎を設けてアンカーボ

ルトで閤定することとされているが，実情は，

基準通り施工するかどうかはほとんど客先の意



向で決定され，実施率は低いといわれていると

ころからこの基準を強制力を持った基準として

規格化し，また，ボイヲ{と配管の連結i部等に

は可擁性を持たせる必要がある。

2) ボイラーのスカート部を強化する。

本実験に供試したボイラーについて見てもこ

の部分の処理方法は様#で，大別して，重量を

受けとめるために独立の基部を用いたもの，箆

体のスカート部が重量を支える基部をかねてい

るもの等があるが，後者には，スカート部の変

形と共に転倒が生じた。

本項は無論前記 lと関連する。

以上は行政上必要な事柄である。これらの措

置がとられた後の安全性に関する試験技術的な

面としては，

3) 試験体を設置基準に準じて起振機に固定し，

間有周期において l分間 lGで加振し

a 基部の変形が認められないか，

b 変位，または加速度応答倍率が場大しない

治、

c 燃焼は正常に維持されるか

d 危険状態を作ってやった場合に安全国路は

完全に動作するか，

等である。

本実験を通しては地震による災害の程度を構造

物の倒線以下と考える限りにおいて，以上を行な

えば，十分に安全性は確保されかっこの程度は必

要と考えられる。

(2) 瞬間湯沸器

供試体は表2のごとく全て一般家庭で用いられて

いるものばかりである。

加振条件は取付状態の供試体の共振周期を用いて

300~500gal加振時間を30sec とした。

この条件は過酷であると思われたが，結果的には

8機種のうちの l機種l台が転落したのみであと

は，燃焼状態を含めて異常は生じなかった。転落し

たものは 3本のピスで壁にかける方式のものであ

った。

(3) フライヤー

加振条件その他の設定共実験(1)と同じである。実

験結果は表10に示した。

(4) 食用油の発火実験

表10 ガスフライヤー実験結果(油槽に水1St(定格〉を入れた場合の全体挙動〉

加振方向:・E-f三三丑+

周期
令官官〉

0.3 

0.5 

O. 7 

設 定 :L鏑で脚固定

加速度 | 
(gd〉| 目視観察の状

1∞ |細かい波立ち程度，ひ沫もとばない。
2ω |波高は増すが上記と同じ現象

~波立ち激しく，…合い，ひ沫も山E外部…h

竺L比三ャー全体の挙動が生じ溢流ザ空
500 1脚上下動幅2偲，大きな溢流を生ずる。

100 1水扇動摺

鉛o 1動播大きく，溢流開始

300 1溢流増す

400 高知発
つ;τ1 全体挙動激し~，頂上下約 3 偲〉
つOOf両生ず
2∞ |溢流増す
っ00 I:@:属品発
4∞ i脚上下3叩に達し 1周期毎に大量の溢流
1oOl振動しつつ移動，溢流した水は周囲J1::k:lmに及ぶ

〈事〉

況



実験方法今 た。

家庭用として普及している 1ロガスコンロ(燃 イ 実験結果および考察

料都市ガスョ最大消費量O.43m'j h) を用い，調 1) 油量と発火時間について

理容器〈以下単に容器と書く〉としてはフライパ 泊量は， 10-1， 000∞の聞で変化させ，容器

ン(最大径26cm)および中華鏡(最大径40cm)を はフライバンと中華鍋の両方について行った。

選び，油は大豆自絞池(比重0.92，引火点312
0

C 測定量は発火所要時間の外，発火時油温

燃焼点362'C)を用いた。 m地点における熱範射量，発火した場合の火炎

加熱条件はコンロの手元栓開度を全開とした。 が直上1.2mに達するまでの所要時間である。

なお，実験時の室温および初期油温は160Cであっ 結果は，グラフ1， 2に示した。

グラフ 1 天ぷら油の発火実験(フライパ γ〉
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2) 発火所要時間について

容器には無関係にほとんど等しい勾配を有す

る直線関係がある。

この場合の池量と発火所要時間の関係は，

T =14. 5V +1. 5 (0. 03~V豆 1 ) 

ここに T:発火所要時間(分〕

V:油量 U)

である。但し発火に至る最小限の油貴は大体

10∞で(この量は，フライパンで言えば卵焼き

に必要な程度である。〉これ以下では，多くの場

合発火せずに炭化する。しかし，中華鍋のよう

にある程度の油層厚みが得られる場合には3∞

でも発火する。

3) 発火時油混について

油量の変化に対しわずかであるが明らかに右

下りの傾向，すなわち油量の増大と共にわずか

ながら低自の油混において発火するとL、う傾向

が明らかであり，また容器により約150C差が認

められる。

50∞以下の測定値のばらつきは，測定方法上

の問題である。

4) 火災の成長速度および最大鋸射量はいす.れも

油量との間に強い相関が認められる。

成長速度については，容器開に有意な差は認

められない。

幅射量については容器開の差が大きく現われ

ているが，理由ははっきりしなし、。

ただ，この測定は火炎の一寸したゆらぎにも

影響されるので案外実験条件の不統ーという要

因が大きいと考えられる。

火炎の成長する速さを測定する目安として調

理台上に突き出している板などを考え，その高

さを調理台上1.2mとし，そこまで火炎が成長

するまでの時間で測定した。

この測定も主観的要素の入り込む余地の大き

いものであるが，大体の目安として50∞から

1， 000∞の間では30:t15s告むとみておくべきであ

ろう。

但し， 20∞以下での火炎長は， 1. 2 mに達し

ない。容器に対する油量の感じは， 600∞が，

一般家庭での夫ぷら揚げにも少々不足な感じ，

1， OOOccでは多過ぎるというところである。

発火以後の燃焼の様子は， 20∞では 125告Cで

火炎長約 1mとなるが， 305告Cで燃えつきFてし

まう。 100∞では. 25secで1.2mに達し，火源

を断っても自己燃焼を5分20秒継続し燃えつき

る。 300∞では，この燃えつきまでの時間は約

( 11 ) 

11分となる。 600∞で発火後も加熱を継続する

と30里町で1.2mに達し，高さ精2mの火炎が少

なくとも l分30秒継続する。1.000∞では45sec

で1.2mに達し 1分30秒で煮こぼれが生じ 2分

30秒で消火した時点では(火源を断ち，蓋をし

実際に消火器を用いた〉図4のごとく設けた可

擁性アルミダクトが変形し，ダクトの 2.3m地

点にまいてあったガムテープが泡立ち変質して

いた。(ファ γは回転していない〉

図4

煮こぼれが広がった油の最大径は約40舗であ

ったが，コ γタリート床にこぼれた部分では，

燃焼は継続せずコンロ内部で断続していた。

また，この場合の熱結射が最大 (O.lcalj畑 2

S告のである。火災便覧によれば，木材の熱幅射

による発火には，種々の条件があって，この場

合の穏射量の大きさがどの程度のものか見当を

つけるのも難しいが，大まかに4.000kcal/mら

とみると，これは.O.l1caljc盟2S伐となる。こ

れが1，000∞の時の燃焼を熱縞射の聞からみた

場合の様相で為る。

なお2 この実験に関連して，つぎのようなこ

とが判った。

a 燃焼状態にある油をコン!lDートおよびス

レート板に流した場合はただちに消火する。

b 防炎処理のしてあるジュータン上に流した

場合はs 油の広がった部分は炭化したように

穴があくが，燃焼は継続しなし、。

c ウエスの場合は，ウエスが燃えきるまで継

続した。

d 2000Cの油(通常の使用温度に近い〉をコ

γロ火口に落しても，燃焼せず油のかかった

火口の部分は穴がふさがれて消火する。

告 しかし燃えている泌を冷えた中華鍋に移し

た場合は，最後まで燃え続けた。

ウ まとめ

容器により. (側援の比較的高い中華舗と低い



フライパン)発火に至る様相が異なると考aえてい

たが，発火時聞の関係からみれば，差異は認めら

れない。

ただ，発火油湿をみると明らかに，フライパン

の方が15.Cだけ低く発火している。この温度差

は，当然発火時間に現われてよい答である。この

温度差を時間差になおすと約 20secとなるが，こ

れを誤差とみることはできなし、

それよワも，この油の引火点が312.Cで燃焼点

が362.Cであるのに対して，本実験において，燃

え出した温度の容器平均は375.Cと3WCであると

写真 1

ただし，シユリーレン像を通しては，容器差に

よる巻き込み具合の差までは観察しえなかった。

従って，本文中において用いている「発火Jと

いう言葉ないし現象は，正確には「引火的発火J

( 12 ) 

いうことは，この付近では同じ火源さえあれば，

同じようにヲ|火しかっ自己継続燃焼ずるような蒸

気圧を有しているということである。

にもかかわらず，温度的に高い低いが生ずるの

は，同じ条件下にある可燃性蒸気に対する異なる

火源の在り方を示している。そしてこの火源の相

対的な在り方を決定するのが容器側笠の形状高さ

であると考えるべきである。

この場合，火夜、は容器側壁を流れる熱気流であ

る。この巻き込みの様子はシユリーレン法を利用

して観察している。

写真2

である。

(写真1はフライパン，写真2は中華鍋の発火直

前のシユリーレン像である。〉
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